
概要  

2009年8月25日、オーストラリアのQueenslandにある養豚場  
は、ブタがインフル工ンザAに陽性を示し、ブタインフルエンザの  
アウトブレイクの可能性があるため封鎖され、インフルエンザ  
A（HINl）の確定検査を実施中である。450頭のうち多くのブタが  
インフルエンザ様症状を呈しているとの報告後、鼻綿および血  
液書式料は採取された。養豚場は検疫下におかれ、厳重なバイ  
オセキュリティーの措置が実施されている。  

2009年8月19日、2ケ所目となるオーストラリアの養豚場がブタ  
インフルエンザウイルス検出により検疫下におかれた。政府当  
局は、ウイルスが変異し、強毒株となってヒトに伝播するとのIb  
配があるため、ビクトリア州に養豚場の封鎖を命じた。ブタのイ  
ンフルエンザ感染は、ヒトへの健康に影響を及ぼす問題ではな  
く、国内外の専門家は、ブタ肉および豚肉製品を食べても安全  
であると強調している。また、ブタはインフルエンザに羅患した  
施設の労働者からウイルス感染があったと考えられていると、  
メディアは報じた。  

2009年7月末、カンザス州ライリー郡在住の子供が一般的には  
ヒトに感染しないブタインフルエンザH3N2ウイルスに感染した。  
この子供はブタとの直接の接触があった。H3N2ウイルスは北ア  
メリカのブタ間で一般的に流布しており、4月中旬に米国で初め  
て検出されたブタ由来pandemicHINlウイルスとは異なる。  
KDHEの保健部長は、H3N2ウイルスはpandemicHINlウイルス  
とは関係していない事、およびpandernicHINlウイルスの変異  
や組換えによるウイルスではな〈、現時点では、ヒトの健康に脅  
威を及ぼしてはいないと報告した。子供はインフルエンザ様症  
状を呈したが、完全に回復し、家族からの病気の報告はなかっ  
た。  
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米国CDCはweek34（2009年8月23－29日）における国内インフ  
ルエンザ活動は増えている事を報告した。2009年4月中旬から8  
月30日までにCDCに報告のあった2009インフルエンザA（HINl）  
ウイルスと関連した入院数総計9，079例および死亡例593例は、  
前の週のそれぞれ8，843例および556例から増加した。Week34  
の期間では、検査されCDCのインフルエンザ部門に報告された  
1，109例（17．3％）がインフル工ンザ陽性であった。また、CDCに報  

告されたインフルエンザAのすべてのサブタイプのうち、97％が  
2009インフル工ンザA（HINl）であり、新しいインフルエンザAウイ  
ルス感染1例が報告された。更に、1例のインフルエンザに関連  
した小児の死亡が報告され、2009インフルエンザA（HINl）ウイ  
ルス感染と関連していた。   

2009年2月22－28日における米国内インフル工ンザの推移状  
況。インフル工ンザA（Hl，H3，unSubtyped）およぴBの感染状況な  
どの報告が述べられており、新規インフルエンザA（HINl）ウイ  
ルスのヒトへの感染例は1例であり、病気のブタとの接触があっ  
た。   
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2009年3月24日（世界結核デー）に公表されたWHOの第13回結  
核年次報告書によると、2006年と比べて2007年では結核感染  
者総数は減少しており、人口当りの感染者数も減少している  
が、22カ国が世界の80％の結核感染を占め、2007年には多剤  
耐性（MDR）の結核例は500，000例報告されており、2008年末ま  
でに55カ国から広範囲薬剤耐性（×DR）結核例の報告があった。  
感染者の多い地域では、MDRの割合はト14％であり、そのうち  
XDRの割合は21％程度である。結核は貧困地域での疾病である  
が、財政難や失策により保健システムが機能していないために  
対処できない地域もある。DOTS（directIyobsen／edproblem）が  
実施されず、単剤投与やノンコンプライアンスが見過ごされる  
と、イソニアジド耐性菌が現れ、次いでリファンピシン耐性菌が  
増加する。MDR結核菌は他の薬剤にも急速に耐性を獲得し、阻  
止できない。また、個別治療は複数剤投与を最適化し、更なる  
耐性獲得を制限できるが、検査や診断する資力が限られている  
ため、画一的な方法を余儀なくされ、更にMDR結核菌に不適切  
な投与を行う事となる。  

N EnglJMed  

2009：360：2393－  
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2009年7月2日現在、日本でタミフル耐性を示す新型HINlイン  
フルエンザの遺伝子的変異株を初めて確認した。厚生労働省  
は患者のタミフル感受性は検査済みであると報告した。この患  
者は、2009年5月に新型インフルエンザ感染の確認がなされ、  
回復しており、年齢および性別は不明である。なお、世界で最  
初にタミフル耐性が認められたのは、デンマークであった。  

2009年7月3日、インドMeghalayaではZOO8年以降総計257人が  
meningococcaImeningitis（髄膜炎菌性髄膜炎）の疑いで死亡し  
たと、州当局は発表した。2008年には130人（うち確定10例）が  
死亡し、2009年にはこれまでに127人（うち確定4例）が死亡して  
いる。政府当局は、これまでに2000倒以上の報告が州からなさ  
れているが、状況は統制下にあり防御策は実施さていると述  
べ、約1憶のワクチンをWHOから調達しており、感染のあった3  
つの地域で無料のワクチン接種を計画している。また、大規模  
な啓蒙活動に着手しており、予防薬は無料で配られている。   
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WHOに報告のあった各国のインフルエンザ／くンデミック  
（HINl）2009の感染者数の更新情報である。2009年5月1日－7月  
6日にWHOに報告のあった累積症例数（および死亡例があった  

場合は死亡数）およぴ2009年7月21日現在、ECDC（European  
CentreforDiseasePrevensionandControJ）（こよってまとめられ  
た累積症例数を国別に示した集計表が発表され、日本における  
2009年7月21日現在の累積数は4275症例であり、死亡例はな  
かった。   

2009年8月1日、中国当局はQinghai州の辺境の町Ziketanにお  
ける肺ペストのアウトブレイクを報告した。1例日は32歳牛飼い  
の男性で7月26日に発熱と吐血を発症し、病院搬送中に亡くな  
り、翌日葬られた。7月30日、接触のあった関係者11人が発熱  
および咳で入院し、8月1日には、1例日を含めた12例全員がペ  
スト菌陽性であった。翌日、初発症例の64歳の義父と37歳近隣  
男性も死亡した。残り9例中、1例は重症、もう1例は発熱および  
咳の急性症状を呈し、7例は、安定している。8月6日、地方の保  
険局は接触のあった332人を医療観察のため隔離し、交通規制  
を実施した。疫学調査から、このアウトブレイクの感染源は野生  
マーモットであり、初発症例の飼い犬と接触があった。この地方  
では野生の肺ペストが動物間に流行しており、耐性菌は存在し  
ないことから、この3死亡例は対処の遅れによる。  

2009年の1月から5月22日までの、ブラジルバイーア州における  
古典的デング熱症例数は82402例に達し、2008年間時期  
（28432例）と比べて220％増加している。確定死亡例は55例で  
あった。  

2009年6月11日、PeopLe’sDaily（人民日報）はモンゴルの  
Bayan－01gii州在住の14歳の子供が2009年5月29日にマーモッ  

トを食べた後、ペストに羅患したと報じた。症状は2009年6月2日  
に現れた。   

2009年6月14日、デング熱のアウトブレイクがタイのMaeHong  
Son地域で懸念されており、2008年より更に深刻であると予測さ  
れた。同地域公衆衛生局の専門医は、デング熱が地域医療機  
関にとって2008年よりも更に大きな問題となる事を示す情報を  

発表した。2009年の今日までに約155例のデング熱症例が報告  
されたが、2008年と比較すると、既に2倍増加している。アウトブ  
レイクを防ぐために、蚊よけの使用や蚊帳での就寝および花瓶  
の水は毎週取り替える事などを提言した。   
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概要  

インドネシアのKaLimantanで検出されたPlasmodiumknowlesi  
（二日熟マラリア）の初症例である。22試料はKalimant∂n在住の  
重症だが合併症のないマラリア患者（4例）から採取され、すべ  
ての試料はP，faLcipartLmもしくはp．vivaxとの合併マラリア感染と  
診断された。これらはドイツの研究所に運ばれ、4つのと卜病原  
種およぴP．knowlesiについてrRNA遺伝子のスモールサブユニッ  
トを増幅する分子生物学的方法により同定を行った。その結  
果、4例は、P．vivaxとの混合マラリアであったが、P．knowlesirこ陽  
性を示した。自然宿主の分布と東南アジアでの症例から、インド  
ネシアの他の地域や島でも検出される可能性がある。サルマラ  
リアのヒトへの自然感染はまれであると考えられていたが、  
P．knowlesiのヒト感染はアジアにおいて予測されているよりも多  
いと思われる。2002年にマレーシアで、非典型症状の  
P．maLariaeが増加したが、neStedPCRの結果これらのマラリア  
症例の50％以上がP．knowIesiであった。また、2001－2006年の後  
ろ向き調査の結果、マレーシアボルネオのSaraw8kでは、患者  
試料の28％でP．knowlesが確認され、P．maIariae感染によるとさ  
れた異常死亡4例からP．knowlesが検出された。  
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2009年7月1日、カンボジアの保健省はデング熱が小児にとって  
深刻な問題となっており、症例の多くが′小児である事を発表し  
た。2009年にはこれまでにデング熱に感染した3333人の小児  
が治療を受け、10例が死亡している。2008年には感染した小児  
は1811例および死亡例は23例に留まっており、罷患数は著しく  
増加している。  
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マレーシアではデング熱に立ち向かい、制御する活動への地域  
の参加レベルは低〈、2009年6月2ト27日における2009年ベク  
ターコントロール活動も全部を実施できなかった。2009年7月3  
日、保健局は、この同時期におけるデング熱症例は749例、死  
亡は2例であり、デング症例が著しく増加した5つの州を公表し  
た。また、2009年のデング熱症例総数24，534例および死亡総数  
62例であり、2008年の同時期にはそれぞれ20，721およぴ45で  
あった。  
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